
 

■ 学校給食における米粉パン等導入支援

 

■ やまがた米粉食品コンクール

平成２３年度全県レベルでの米粉利用拡大の取組みについて  

                      

 

 

■ 米粉情報の発信強化

平成 2 4 年 4 月 2 4 日 

米粉利用拡大プロジェクト会議 

資料２－１ 

■ やまがた米っ粉フェスタ

■ んまい！やまがた米粉食品キャンペーン

平成 23 年秋、リニューアルオープン。米粉食品データベース、メールマ

ガジン配信機能等の付与、HP内企画（山形米粉人）などが追加。 

オープン依頼アクセス数約 12万件。 

学校給食における、米粉パンと小麦パン、米粉麺と米粉パンとの供給価格の

差額を補助し、学校給食における米粉の利用を促進。 

平成22年度においては、米粉パン提供市町村数29、うち本支援事業利用19

市町村。 
 

■学校給食における米粉食品利用の推移 （）内は原料米使用推定値 

（玄米ベース） 

 H20 H21 H22

米粉パン 約7万食　(約2.7ｔ) 約25万食　(約9.5ｔ) 約38万食　（約14.3ｔ）

米粉めん - 約5万食　(約2.5ｔ) 約5万食　(約2.6ｔ)

おかず麺 約1.5千kg　(約1.6ｔ) 約1.0t　(約1.1ｔ) 約1.8ｔ　(約1.89ｔ)

優れた米粉食品（商品化されたもの）を表彰し、米粉食品の技術研鑽を図るととも

に、各メディアでの PR や、引き続き実施される「んまい！米粉食品キャンペーン」

等により、入賞食品を旗標とした米粉食品の認知度向上を図るもの。 

過去最多の応募数となった。 

・  応募総数 57点（パン、惣菜、麺等部門 24、菓子部門 33） 

・  応募事業者数：44（食品製造業者、農産加工者、飲食店等） 

・  入賞：最優秀賞（1）、おいしい山形賞（1）、優秀賞（8） ■ やまがた米粉Xmasケーキキャンペーン

消費者、実需者に対し本県産米を使った米粉の利用を推進するため、本フ

ェスタにおいて、米粉の特性や調理法とともに、本県産米粉食品を紹介し

た。 

・ 日時：平成 24年 2月 15日（水）14：00～ 

・ 参加者者：消費者、関係事業者、出展者等 200名超 

・ ゲスト：奥田政行氏、小川聖子氏（料理研究家） 

・ 試食交流会：44事業者から 62食品が出品（過去最多） 

身近なイベントで米粉のよさを知っていただきたいと、県内各店のパティシ

エに米粉クリスマスケーキの開発を依頼し、キャンペーン展開。 

・ 期間：平成 23年 12月 20～25日   ・次回参加希望店：73％ 

・ 参加店数：26店（51店舗） 

・ 販売実績：1470個（目標 1000個） 

米粉食品の全県的なキャンペーン。米粉食品の販売、オリジナルメニュー

の提供、プレゼントキャンペーンの実施。 

・ 期間：平成 24年 2月 26～3月 18日 

・ 参加店数：60店 


